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財政計画財政計画財政計画財政計画
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やあグリーン。

財政計画は、少子高齢化の進展などによる厳し
い財政状況にあっても、行政の使命である市民
サービスの充実を図るため、健全な財政運営に
向けた取組の方向性を示したものだよ。

この財政計画に基づいた健全化の取組を実践
することで、総合計画の基本構想の実現と基本
計画の施策を推進するんだ。
今日は財政計画について一緒に学ぼう！！

ねえレッド、財政計画ってどういうもの？



3

１ 茨木市の財政の現状

～決して多くはない財源の中、

健全化への取組により、

良い状況をキープ～
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［［［［財政規模財政規模財政規模財政規模のののの推移推移推移推移］］］］

(単位：億円） 
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歳入・歳出
実質収支

近年は、おおむね800億円台で、いずれの

年度も黒字決算を維持しているのだ！

まずは市の財政状況を
見てみよう！
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［［［［歳入歳入歳入歳入：：：：税等一般財源税等一般財源税等一般財源税等一般財源(※1)(※1)(※1)(※1)

((((臨時財政対策債臨時財政対策債臨時財政対策債臨時財政対策債(※2)(※2)(※2)(※2)含含含含むむむむ))))のののの推移推移推移推移］］］］

0

(単位：億円） 

Ｈ９年度から市税収入が減収となっているけど、
赤字補てん債の発行により、なんとか税等一般
財源は530～540億円を確保しているんだね。

(※1)税等一般財源･････市税、地方譲与税、地方交付税など使途が特定されていない財源
(※2)臨時財政対策債･･･赤字補てん債の一つで、本来国から地方に交付される普通交付税の一部を、地方が一旦

借金して肩代わりするために発行する地方債
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［［［［歳出歳出歳出歳出：：：：義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費
（（（（人件費人件費人件費人件費・・・・扶助費扶助費扶助費扶助費(※1)(※1)(※1)(※1)・・・・公債費公債費公債費公債費(※2)(※2)(※2)(※2) ））））のののの推移推移推移推移］］］］

(単位：億円） 

Ｈ９年度と比べると約100億円も増えてるねん。
人件費・公債費を抑制してきてんけど、扶助費
が３倍になっていることが大きな要因やねん。
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(※1)扶助費･･･高齢者、子ども、障害者などに対する福祉サービス経費
(※2)公債費･･･市の借金（市債）を返済（償還）する経費
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［［［［経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率のののの推移推移推移推移］］］］ 数値が低いほど財政の弾力性があるとされ
ている数値だね。茨木市は府内では比較的
良い状況を維持しているんだ！
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《経常収支比率》
市税や地方交付税など毎年収入される一般財源が、人件費・
扶助費・公債費など、毎年必要となる経費に、どの程度充当
されているかを求めたもの。
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［［［［税等税等税等税等一般一般一般一般財源比較財源比較財源比較財源比較

（（（（市民市民市民市民１１１１人人人人あたりあたりあたりあたり））））※H25※H25※H25※H25決算決算決算決算ﾍﾞｰｽﾍﾞｰｽﾍﾞｰｽﾍﾞｰｽ］］］］

158 162 

143 

16 
17 

16 

10 

16 

37 

184 

195 196 

100

125

150

175

茨木市 北摂７市平均 府内都市平均

（政令市除く）

地方交付

税

譲与税等

市税

(単位：千円） 

家計で給料にあたる税等一般財源は、他市
に比べて少ないんだね。府内では決して「お
金持ち」ではない中、現状の財政状況にある
のは、いろいろやりくりしているってことだね。
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［［［［市債市債市債市債((((借金借金借金借金))))残高残高残高残高のののの推移推移推移推移］］］］

(単位：億円） 

赤字補てん債の累積から市債残高は増え
続けているね。今後は中長期的な財政運
営に努めることで健全財政を維持していく
必要があるね。

《建設債》
道路整備や小中学校の整備など、建設事業の財源とするために
発行する地方債

《赤字補てん債》
財政上の収支不足を補填するために 発行する地方債
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歳 入

市税収入市税収入市税収入市税収入はははは、Ｈ、Ｈ、Ｈ、Ｈ９と９と９と９と比比比比べべべべ約約約約60606060億円減少億円減少億円減少億円減少
交付税交付税交付税交付税とととと赤字赤字赤字赤字補補補補てんてんてんてん債債債債でででで補補補補てんてんてんてん

歳 出

扶助費扶助費扶助費扶助費はははは、Ｈ、Ｈ、Ｈ、Ｈ９と９と９と９と比比比比べべべべ約約約約160160160160億円増加億円増加億円増加億円増加
人件費人件費人件費人件費････公債費公債費公債費公債費のののの減減減減でカバーでカバーでカバーでカバー

経常収支比率は府内都市の平均よりも良い状況ですが、税
等一般財源が決して多いわけではなく、これまで様々な見直
しに努めてきた結果です。将来を見通すと、少子高齢化の進
展に加え、増え続ける市債残高や、多額の財源が必要な主
要プロジェクトが続くことなどから、今後の財政状況は決して
安心できない状況にあります。

約3倍に!!

市の財政の現状をまとめたよ。
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２ 今後の財政見通し
～「今」と「将来」に対応した

施策の推進と財政見通し～
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〔主な歳出の項目〕
○人件費
職員数、給料月額、過去の実績等をもとに推計。
現状の職員数の維持を基本に人件費を見込む。
○社会福祉経費
人口推計等を加味して推計。
年少人口の減少に伴い、児童手当等は減少することを見込み、
高齢者人口の増加に伴い、介護保険事業特別会計への繰出金、
後期高齢者療養給付費負担金等が増加すると見込む。
※社会福祉経費＝扶助費＋特別会計への繰出金（国民健康保険＋
介護保険＋後期高齢者医療）＋後期高齢者療養給付費負担金

○公債費
過去に発行した市債の償還を基本に、平成２７年度以降に発行
する市債の償還を見込む。
（３年据置、２０年償還、借入利率２．０％を基本に推計）
○その他
主なものは物件費・補助費等であり、平成２７年度予算額ベース
を基本に推計。
※物件費：物品の購入や印刷、施設維持の委託などの経費
補助費等：特定の目的により団体や個人に補助・負担する経費

〔主な歳入の項目〕
○市 税
個人市民税
生産年齢人口や景気動向を加味して推計。

法人市民税
景気動向や地方法人税の創設に伴う影響を加味して推計。

固定資産税及び都市計画税
過去の実績や評価替え（平成２７年度、以降３年おき）を加
味して推計。
家屋数の増や景気回復に伴う設備投資の増を見込む。評価替
えの年は過去の実績をもとに減収を見込む。

○譲与税、交付金
地方消費税交付金は消費税率の改定に伴う増収を見込む。
自動車重量譲与税等の地方譲与税や配当割交付金等の交付金
については、平成２７年度予算額ベースで推計。

○地方交付税
一定の税等一般財源の総額が確保されると想定して推計。

○市債
臨時財政対策債については、消費税率の段階的な改定に伴い、
地方消費税交付金が増収となることから、平成２９年度以降
は発行しないものとする。

○その他
主なものは国庫・府支出金であり、これまでの財源構成をも
とに、歳出と連動させ推計。
諸収入等のその他は、平成２７年度予算額ベースを基本に
推計。

［［［［推計方法等推計方法等推計方法等推計方法等（（（（現行制度現行制度現行制度現行制度によるによるによるによる人口推計人口推計人口推計人口推計をををを基本基本基本基本としたとしたとしたとした見通見通見通見通しししし）））） ］］］］
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茨木市の人口推計

老年人口の増加が社会福祉経費を
膨らませる。

財政計画は、現行制度による
人口推計等をふまえて、
一定の考えのもと歳入・歳出
それぞれ見込んでいるんだ。



（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

27年度27年度27年度27年度 28年度28年度28年度28年度 29年度29年度29年度29年度 30年度30年度30年度30年度 31年度31年度31年度31年度 32年度32年度32年度32年度 33年度33年度33年度33年度 34年度34年度34年度34年度 35年度35年度35年度35年度 36年度36年度36年度36年度

①①①①歳入歳入歳入歳入 784784784784 792792792792 794794794794 796796796796 800800800800 802802802802 801801801801 801801801801 805805805805 803803803803

( 1 ) 市税( 1 ) 市税( 1 ) 市税( 1 ) 市税 438438438438 443443443443 449449449449 445445445445 451451451451 457457457457 453453453453 459459459459 465465465465 461461461461

( 2 ) 譲与税( 2 ) 譲与税( 2 ) 譲与税( 2 ) 譲与税・・・・交付金交付金交付金交付金 56565656 71717171 71717171 71717171 71717171 71717171 71717171 71717171 71717171 71717171

( 3 ) 地方交付税( 3 ) 地方交付税( 3 ) 地方交付税( 3 ) 地方交付税 26262626 28282828 30303030 35353535 32323232 27272727 30303030 24242424 22222222 24242424

( 4 ) 市債( 4 ) 市債( 4 ) 市債( 4 ) 市債（（（（臨時財政対策債臨時財政対策債臨時財政対策債臨時財政対策債）））） 22222222 7777 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

②②②②歳出歳出歳出歳出 744744744744 754754754754 757757757757 762762762762 765765765765 763763763763 761761761761 760760760760 761761761761 754754754754

( 1 ) 人件費( 1 ) 人件費( 1 ) 人件費( 1 ) 人件費 140140140140 139139139139 138138138138 140140140140 140140140140 139139139139 140140140140 140140140140 142142142142 140140140140

( 2 ) 社会福祉経費( 2 ) 社会福祉経費( 2 ) 社会福祉経費( 2 ) 社会福祉経費 320320320320 326326326326 331331331331 334334334334 337337337337 340340340340 342342342342 343343343343 346346346346 349349349349

( 3 ) 公債費( 3 ) 公債費( 3 ) 公債費( 3 ) 公債費 47474747 49494949 49494949 49494949 49494949 48484848 47474747 46464646 43434343 36363636

 　A 　A 　A 　A　　　　収支収支収支収支　　　　①①①①－－－－②②②② 40404040 38383838 37373737 34343434 35353535 39393939 40404040 41414141 44444444 49494949

中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通しししし

経常事業経常事業経常事業経常事業

ＡＡＡＡ
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３０～４０億円の黒字で推移する見込みだね

［経常収支］ 経常収支とは、市税や譲与税等の歳入から、人件費や公債費をはじ
め、住民票の発行や生活保護費の支給、公共施設の維持管理など、
毎年度継続して実施する事業（経常事業）にかかる歳出を差し引い
たものなんだ！

少子高齢化の進展により、市税の伸び以上に社会福祉経費が伸びる
見込みなんだ。でも、地方消費税交付金が増えることなどから、この先
10年間は黒字で推移する見込みだよ。



（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

27272727年度年度年度年度 28282828年度年度年度年度 29292929年度年度年度年度 30303030年度年度年度年度 31313131年度年度年度年度 32323232年度年度年度年度 33333333年度年度年度年度 34343434年度年度年度年度 35353535年度年度年度年度 36363636年度年度年度年度

③③③③ハードハードハードハード事業事業事業事業 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020
一般財源一般財源一般財源一般財源 4444 4444 4444 4444 4444 4444 4444 4444 4444 4444

④④④④ソフトソフトソフトソフト事業事業事業事業 8888 8888 8888 8888 8888 8888 8888 8888 8888 8888
一般財源一般財源一般財源一般財源 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666

⑤⑤⑤⑤基金積立基金積立基金積立基金積立 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 4444 4444
一般財源一般財源一般財源一般財源 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 6666 4444 4444

⑥⑥⑥⑥主要主要主要主要プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト事業事業事業事業 58585858 31313131 46464646 11111111 6666 6666 4444 1111 16161616 30303030
一般財源一般財源一般財源一般財源 11111111 6666 9999 4444 2222 3333 2222 1111 3333 6666

 事業費  事業費  事業費  事業費 ③③③③＋＋＋＋④④④④＋＋＋＋⑤⑤⑤⑤＋＋＋＋⑥⑥⑥⑥ 92929292 65656565 80808080 45454545 40404040 40404040 38383838 35353535 48484848 62626262
      市債  市債  市債  市債 40404040 24242424 30303030 17171717 16161616 16161616 15151515 13131313 20202020 29292929
    　Ｂ  　Ｂ  　Ｂ  　Ｂ  一般財源一般財源一般財源一般財源 27272727 22222222 25252525 20202020 18181818 19191919 18181818 17171717 17171717 20202020

政策事業政策事業政策事業政策事業

中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通しししし

ＢＢＢＢ
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H27H27H27H27～～～～29292929年度年度年度年度
にににに集中集中集中集中！！！！！！！！

多額多額多額多額のののの市債市債市債市債をををを活用活用活用活用！！！！！！！！

［政策事業］ 政策事業とは、「今」必要なサービスの充実や「将来」の活力あるま
ちの発展のために行う新規事業や拡充事業のことなんだ。

厳しい財政環境にあっても、行政の使命として継続して取り組む必
要があるんだよ。

主要プロジェクトは平成27～29年度に集中するから、多額の市債を活用す
る必要があるんだね。

主要プロジェクト…
(仮称)ＪＲ総持寺駅周辺整備、茨木松ヶ本線整備、安威川ダム関連整備、新名神高速道路関連、
彩都関連事業、ごみ処理施設更新
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（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

ソフト事業の実施により経常化する経費や主要プロジェクト等
ハード事業の実施によって、発行する市債の償還費が増えて
いってるねんな。

［政策事業の経常化］

［公共施設等の老朽化対策費］

昭和40年代から50年代に建設された公共施設は老朽化が進み、
道路・橋梁等のインフラを含めたその改修等の経費が今後一時期に
集中し大きな財政負担となることが予想されるんだ。
今後は一定の財源を確保し長寿命化を進めることで、財政負担の平
準化を図っていくんだ。

＋＋＋＋

⑦⑦⑦⑦事業費事業費事業費事業費 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020 20202020
      市債  市債  市債  市債 7777 7777 7777 7777 7777 7777 7777 7777 7777 7777
    　Ｃ  　Ｃ  　Ｃ  　Ｃ  一般財源一般財源一般財源一般財源 11111111 11111111 11111111 11111111 11111111 11111111 11111111 11111111 11111111 11111111

公共施設等公共施設等公共施設等公共施設等のののの
老朽化対策老朽化対策老朽化対策老朽化対策

ＣＣＣＣ

（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

27272727年度年度年度年度 28282828年度年度年度年度 29292929年度年度年度年度 30303030年度年度年度年度 31313131年度年度年度年度 32323232年度年度年度年度 33333333年度年度年度年度 34343434年度年度年度年度 35353535年度年度年度年度 36363636年度年度年度年度

0000 2222 4444 6666 8888 10101010 12121212 14141414 16161616 18181818

1111 2222 3333 6666 9999 11111111 13131313 15151515 17171717 19191919

中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通しししし

 政策事業 政策事業 政策事業 政策事業にににに
 より より より より経常化経常化経常化経常化
 する する する する経費経費経費経費

ＤＤＤＤ１ １ １ １ ソフトソフトソフトソフト事業事業事業事業のののの新規新規新規新規・・・・拡充経費拡充経費拡充経費拡充経費

ＤＤＤＤ２  ２  ２  ２  公債費公債費公債費公債費

ＤＤＤＤ
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うん。このまま何も手立てを講じなければ、経常収支（A）
から政策事業にかかる一般財源（B）、公共施設の老朽
化対策費（Ｃ）、政策事業により経常化する経費（D）を差
し引いた最終収支（E）は、平成29年度から収支不足に陥
り、赤字が累積していく見込みなんだ。

［最終収支］

翌年度以降に累積する政策事業として実施
するソフト事業の経費とハード事業の公債費
が、財政の硬直化を引き起こして、収支不足
の要因になってんねんな。

こうならないために、将来を見据えた取組み
が必要になるな。

（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

27272727年度年度年度年度 28282828年度年度年度年度 29292929年度年度年度年度 30303030年度年度年度年度 31313131年度年度年度年度 32323232年度年度年度年度 33333333年度年度年度年度 34343434年度年度年度年度 35353535年度年度年度年度 36363636年度年度年度年度

　  　  　  　  総収支総収支総収支総収支　　　　Ａ － Ｂ － Ｃ － ＤＡ － Ｂ － Ｃ － ＤＡ － Ｂ － Ｃ － ＤＡ － Ｂ － Ｃ － Ｄ１ １ １ １ － Ｄ－ Ｄ－ Ｄ－ Ｄ２２２２ 1111 1111 ▲▲▲▲6666 ▲▲▲▲9999 ▲▲▲▲11111111 ▲▲▲▲12121212 ▲▲▲▲14141414 ▲▲▲▲16161616 ▲▲▲▲17171717 ▲▲▲▲19191919

中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通中長期財政見通ししししＥＥＥＥ
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３ 将来を
見据えた取組

～将来にわたる財政の健全性の

確保に向けて！！～
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財 政 運 営 の 基 本 原 則

経常化する経費のྸ捑による財政構造のໂઉ化を拌岺ため、新たに実施
する新規・拡充事業(ビルド)の財౺峙、ใ掑の事業峮制২のৄઉ峁(スク
ラップ)により創出する取組である、「ビルド＆スクラップ」の実践により、柔軟
な財政構造を保持する。

①柔軟な財政構造の保持

市債を৅ষ峁す岸ると拑ৈ岶ੜਸ峁、৏ফ২の公債費負担をੜਸ岿峅る
要因となることから、将来峢負担を੔拡り峁ૌ岸ることのな岮よ岰、ిજな市
債৅ষに努める。

②将来(世代)への負担の抑制

それぞれ目標を設定し、収支の改善と財政の健全化を図る！

・将来を見据えた取組みとして、２つの基本原則のもと健全な
財政運営を実践します

健全な財政運営をするための
基本原則だね。
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◆ 具体的な取組①

ビルド＆スクラップの実践による経常事業の見直し

（（（（経常事業経常事業経常事業経常事業のののの歳出歳出歳出歳出にににに充当充当充当充当されるされるされるされる一般財源一般財源一般財源一般財源／／／／税等一般財源税等一般財源税等一般財源税等一般財源））））××××100100100100

公債費以外公債費以外公債費以外公債費以外のののの経常的経常的経常的経常的なななな支出支出支出支出がががが税等一般財源税等一般財源税等一般財源税等一般財源にににに対対対対してどのくらいのしてどのくらいのしてどのくらいのしてどのくらいの割合割合割合割合となっとなっとなっとなっ
ているかをているかをているかをているかを表表表表すものですものですものですもので、、、、数値数値数値数値がががが高高高高いほどいほどいほどいほど財政構造財政構造財政構造財政構造がががが硬直化硬直化硬直化硬直化しししし、、、、余裕余裕余裕余裕がないがないがないがない状状状状
況況況況であることをであることをであることをであることを表表表表すすすす。

৽ાໂઉ૨

※１ 税等一般財源－経常収支[経常事業の歳入－経常事業の歳出（公債費除く）
※２ 市税＋譲与税・交付金＋市債（臨時財政対策債）

目標目標目標目標：：：：柔軟柔軟柔軟柔軟なななな財政構造財政構造財政構造財政構造をををを保持保持保持保持するためするためするためするため、、、、経費硬直率経費硬直率経費硬直率経費硬直率をををを概概概概ね８５ね８５ね８５ね８５％％％％以内以内以内以内にににに抑制抑制抑制抑制するするするする

家計に例えると、住宅や車のローンの返済費を除いた
生活費が給料の中でどのくらいの割合となっているかを
示してるんだ！

※１ ※２



（単位：億円）

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度

▲ 2 ▲ 4 ▲ 6 ▲ 8 ▲ 10 ▲ 12 ▲ 14 ▲ 16 ▲ 18 ▲ 20

20

経常経費の見直しを、
継続的に実施！！

新規･拡充「継続的事業」

既存「継続的事業」

《ビルド＆スクラップ》《ビルド＆スクラップ》《ビルド＆スクラップ》《ビルド＆スクラップ》

『『『『継続的事業継続的事業継続的事業継続的事業』』』』のあるべき姿のあるべき姿のあるべき姿のあるべき姿

取組取組取組取組によりによりによりにより改善改善改善改善！！！！

ビルド＆スクラップの実践により、毎年２億
円の見直しを行い、経費硬直率を85％以内
にすることが目標なんだ！

※平成27ফ২から、൐ফ2億円のৄઉ峁をষ岰。

84.1 
84.9 

85.6 
87.1 

87.9 88.1 

88.8 89.5 
90.3 

91.4 

83.6 83.8 84.0 84.6 84.5 84.0 
83.9 

83.9 84.1 84.4 

75.0

80.0

85.0

90.0

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

経経経経 費費費費 硬硬硬硬 直直直直 率率率率
取組前

取組後

【【【【目標目標目標目標】】】】概概概概ねねねね85％％％％以内以内以内以内
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◆ 具体的な取組②

ハード事業の適切な選択による市債発行の抑制

（（（（市債残高市債残高市債残高市債残高／／／／経常収支経常収支経常収支経常収支））））××××100100100100

今今今今あるあるあるある市債市債市債市債のののの残高残高残高残高をををを、、、、税等一般財源税等一般財源税等一般財源税等一般財源をををを基本基本基本基本としたとしたとしたとした経常的経常的経常的経常的なななな収入収入収入収入からからからから、、、、行政行政行政行政サービサービサービサービ
スのスのスのスの基本基本基本基本となるとなるとなるとなる福祉福祉福祉福祉・・・・教育等教育等教育等教育等（（（（公債費公債費公債費公債費をををを除除除除くくくく））））のののの経常的経常的経常的経常的なななな支出支出支出支出をををを差差差差しししし引引引引いたいたいたいた額額額額でででで除除除除しししし
たものでたものでたものでたもので、、、、数値数値数値数値がががが大大大大きくなるきくなるきくなるきくなるほどほどほどほど市債残高市債残高市債残高市債残高がががが多多多多くくくく、、、、後年度後年度後年度後年度のののの負担負担負担負担となるとなるとなるとなる公債費公債費公債費公債費がががが多多多多
いいいい状況であることを表す。

市債償還指数

※経常収支＝経常事業の歳入－経常事業の歳出（公債費除く）

目標目標目標目標：：：：将来将来将来将来（（（（世代世代世代世代））））へのへのへのへの負担負担負担負担をををを抑制抑制抑制抑制するためするためするためするため、、、、市債償還指数市債償還指数市債償還指数市債償還指数をををを概概概概ねねねね7.5以内以内以内以内、、、、かつかつかつかつ公債費公債費公債費公債費がががが
税等一般財源税等一般財源税等一般財源税等一般財源のののの10％％％％台台台台をををを超超超超えないえないえないえない概概概概ねねねね60億円以下億円以下億円以下億円以下にににに抑制抑制抑制抑制するするするする

家計に例えると、給料のうち生活費以外のお金をすべて
借金に充てた場合、どの程度で返済できるかを示してるねんな。



（単位：億円）

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度

▲ 3 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2

22

後年度の
負担を
軽減！

市債発行の
抑制！！●

H27 H36

公 債 費Ｆ2 ハード事業の選択
（H27عH29:3億円、H30以ఋ:2億円）

Ｆ3 起債の抑制
（H27عH29:6億円、H30以ఋ:5億円）

※平成27ফ২から平成29ফ২峙൐ফ6億円、平成30ফ২ਰఋ峙൐ফ5億円の起債を抑制することにより、
将来の公債費負担を軽減する。

ハード事業を適切に選択することによって、
将来世代への負担を減らすんだね。

（単位：億円）

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度

▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 3

※崷嵤ド事業のిજな৭උをষ岮、平成27ফ২から平成29ফ২峙൐ফ10億円、平成30ফ২ਰఋ峙
൐ফ8億円の事業費を抑制峁、峇島峈島൐ফ3億円及び2億円の市負担を抑制する。



7.3
7.4

7.7 7.9

7.6
7.2

7.0 6.8 6.6 6.9

7.1 7.1 7.3 7.4
7.1

6.6

6.4
6.1

5.8
6.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36

市市市市 債債債債 償償償償 還還還還 指指指指 数数数数 取組前

取組後
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【目標】概ね7.5以内

取組取組取組取組によりによりによりにより
改善改善改善改善！！！！！！！！

ハード事業の適切な選択により、市債発行を抑えることで、
市債償還指数を７．５以内に、公債費も概ね６０億円以内
にする目標を達成するで！

頑張るぞ！！

631 621 610 583 554 523 490 455 427 414

48
51 52

55 58 59 60 61 60

55

48
51 52 55

57 58 59 59 58

52

100

300

500

700

900

10

20

30

40

50

60

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36

公公公公 債債債債 費費費費 とととと 市市市市 債債債債 残残残残 高高高高

市債残高（取組後） 市債残高（改善額）
公債費（取組前） 公債費（取組後）

(単位：億円） 

【目標】概ね60億円以内



▲ 2 ▲ 4 ▲ 6 ▲ 8 ▲ 10 ▲ 12 ▲ 14 ▲ 16 ▲ 18 ▲ 20
政策事業の経常化分は、既存の経常
事業の見直しで対応

24

収支不足収支不足収支不足収支不足がががが改善改善改善改善！！！！！！！！

ＦＦＦＦ1 経常事業経常事業経常事業経常事業のののの見直見直見直見直しししし （（（（毎年毎年毎年毎年2222億円億円億円億円のののの累積額累積額累積額累積額））））

ＦＦＦＦ3333 起債起債起債起債のののの抑制抑制抑制抑制 （（（（H27H27H27H27～～～～H29:6H29:6H29:6H29:6億円億円億円億円、、、、H30H30H30H30以降以降以降以降:5:5:5:5億円億円億円億円））））

ＦＦＦＦ2222 ハードハードハードハード事業事業事業事業のののの選択選択選択選択 （（（（H27H27H27H27～～～～H29:3H29:3H29:3H29:3億億億億円円円円、、、、H30H30H30H30以降以降以降以降:2:2:2:2億億億億円円円円））））

具体的取組

6666 8888 3333 1111 2222 3333 3333 4444 5555 6666取組後収支 取組後収支 取組後収支 取組後収支 （Ｅ－Ｆ（Ｅ－Ｆ（Ｅ－Ｆ（Ｅ－Ｆ1111－Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ2222－Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ3333））））

健全な財政運営の実践により、収支不足を解消し黒字を確保しなきゃね。

▲ 3 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2ハード事業を抑制

▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 3将来の公債費負担を軽減

（単位：億円）

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度

1111 1111 ▲ ▲ ▲ ▲ 6666 ▲ ▲ ▲ ▲ 9999 ▲ ▲ ▲ ▲ 11111111 ▲ ▲ ▲ ▲ 12121212 ▲ ▲ ▲ ▲ 14141414 ▲ ▲ ▲ ▲ 16161616 ▲ ▲ ▲ ▲ 17171717 ▲ ▲ ▲ ▲ 19191919Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ 最終収支 最終収支 最終収支 最終収支 （（（（AAAA－－－－BBBB－Ｃ－Ｄ－Ｃ－Ｄ－Ｃ－Ｄ－Ｃ－Ｄ1111－Ｄ－Ｄ－Ｄ－Ｄ2222））））
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ま と め

～財政計画を基本とした行財政運営に

より行政の使命を果たす！～
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大事な事だね、グリーン。

これまで健全な財政運営を行ってきた茨木市だけ
ど、一定の条件を想定すれば、そうなる危険性は
あるんだよ。

だから、健康と同じで健全なうちから「健全性」を維
持する地道な取組みを続けることが重要なんだ。

ねえレッド、
茨木市って赤字になったりするの？
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総合計画は�市民の願いの詰まったプラン！！

でも、すべてを実現することは簡単ではなく、たく
さんの「事業の実施（ビルド）」には、「たくさんの
見直し（スクラップ）」が必要なんだ。

行政の使命は、「将来にわたる市民サービスの
向上」なんだけど、「財政の健全性」なしにその
使命を果たすことは不可能なんだ！！
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＆

そのためには･･･そのためには･･･そのためには･･･そのためには･･･

ビ ル ド ＆ スクラップ

「今」必要な
サービスの実施

「将来」の
まちの発展

行政の使命

行政の使命を果たすため、将来にわたり「今」と「将来」に対応
した市民サービスの充実を可能とする取組が、「ビルド＆スク
ラップ等の実践」なんだよね！？

そのとおりだね！
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ビ ル ド スクラップ＆

新たなサービスを行うために

既存のサービスを見直す！！

ハード事業の適切な選択！！

市民市民市民市民にににに
しっかりとしっかりとしっかりとしっかりと
説明説明説明説明できるできるできるできる
取組取組取組取組みみみみ!!!

メリハリメリハリメリハリメリハリあるあるあるある

将来にわたり市民サービスの充実を可能とする取組は、「ビ
ルド＆スクラップの実践」だから�

ビルド事業がもたらす効果と事業を見直す意義などをしっかり
と捉えたうえで、一つひとつ適切に進めていかないとね。
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ねえレッド、
総合計画の実現のためには…必ず
財政計画の取組みを進めなきゃね。

そうだね�

様々な厳しい状況が予測されるけど、財政計
画を基本とした行財政運営に努めることで、
将来にわたって行政の使命を果たしていくん
だよ！
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